
1 事業期間共通リスク 

項目 内容 
分担者 

公社 事業者 市 

共 
 

通 

入札説明書等リスク 入札説明書等の記載内容に関する誤り及び変更等 ○ ○ 

契約リスク 

公社・市の帰責事由により契約が締結できない、

契約手続きが遅延する等 
○ ○ 

事業者の帰責事由により契約が締結できない、契

約手続きが遅延する等 
○ 

事業計画リスク 

公社・市の指示に基づき事業を中止・延期し、損

害が発生したもの 
○ ○ 

上記以外の理由による事業の中止・延期による損

害の発生 
○ 

制度関連 

リスク 

法制度リスク 

（税制度変更含む） 

本事業に直接関係する法制度の変更 ○ ○ 

上記以外の法制度の変更 ○ 

許認可リスク 

事業の実施に必要な許認可取得の遅延・失効など

（公社・市が取得するもの） 
○ ○ 

上記以外の場合 ○ 

議会リスク 
議会の議決が得られない場合にそれまでに公社・

事業者で発生した費用 
○ ○ 

社会 

リスク 

住民リスク 

本事業を行政サービスとして実施することに対す

る住民反対運動・訴訟・要望等 
○ 

上記以外の設計、建設工事又は維持管理運営に関

する住民反対運動・訴訟・要望等 
○ 

環境問題リスク 

事業期間中の事業者が行う業務に起因する環境問

題（騒音、振動、大気汚染、水質汚濁、地下水の

断水、有害物質の排出・漏洩等）に関するもの 

○ 

土壌汚染リスク 計画地の土壌汚染に関するもの ○ ○ 

第三者賠償リスク 

公社・市の帰責事由により第三者に損害を与えた

場合の賠償責任 
○ ○ 

事業者の帰責事由により第三者に損害を与えた場

合の賠償責任 
○ 

経済 

リスク 

資金調達リスク 
公社による必要な資金の確保 ○ 

事業者による必要な資金の確保 ○ 

物価変動リスク 物価変動によって生じた追加費用 ○ △ ○ 

債務不履行リスク 
公社・市の支払遅延・不能等 ○ ○ 

事業者による事業放棄、事業破綻等 ○ 

不可抗力リスク 

戦争、暴動、自然災害等による本事業の事業計画・

内容の変更、事業の延期・中止等によって生じた

追加費用 

○ △ ○ 

２  設計・建設段階のリスク 

項目 内容 
分担者 

公社 事業者 

設
計
・
建
設
段
階 

測量・地盤調査リスク 公社・市が実施した測量・地盤調査等の誤り ○ 

用地リスク 事業に必要な用地の確保 ○ 

設計変更リスク 

公社・市からの提示条件の不備、指示の変更等に

基づく設計変更（軽微なものは除く） 
○ 

上記以外の事由による設計変更 ○ 

工事 

リスク 

工費費増加リスク 

公社・市からの提示条件の不備、指示の変更等に

基づく工事費の増加 
○ 

上記を除く工事費の増加（法令変更、不可抗力を

除く） 
○ 

工費遅延リスク 

公社・市からの提示条件の不備、指示の変更等に

基づく工事遅延 
○ 

上記を除く工事の遅延（法令変更、不可抗力を除

く） 
○ 

要求水準未達リスク 
施設完成後、公社・市の検査で発見された要求水

準書の未達、不適合（施工不良を含む） 
○ 

施設破損リスク 供用開始前に施設、材料等に生じた破損 ○ 

３ 維持管理・運営段階のリスク 

項目 内容 
分担者 

事業者 市 

維
持
管
理
・
運
営
段
階 

計画変更リスク 
市からの指示、変更による事業内容・用途の変更 ○ 

上記以外の要因による事業内容・用途変更 ○ 

需要リスク 需要変動に起因する費用・収入の増減 △ ○ 

利用者対応リスク 

施設の警備担当者レベルで対応可能な利用者から

の苦情及び利用者間のトラブル等 
○ 

道路状況や周辺施設との利用に関する事項等、上

記担当では対応不可能な苦情やトラブル 
○ 

要求水準未達リスク 
事業期間中に要求水準未達・要求性能不適合が見

つかった場合（施工不良含む） 
○ 

施設の瑕疵リスク 施設に瑕疵が見つかった場合 ○ 

施設の破損リスク 第三者による施設の破損 ○ 

※ ○のみの項目については○が分担、○△のある項目については、○が主分担、△が従分担とする。 
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高さの基準は名古屋港基準面(Ｎ.Ｐ.)
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.１①）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.１②）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.１③）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.２①）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.２②）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.２③）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.３①）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.３②）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.３③）
資料５ ４



’
”

’
”

ボーリング柱状図（Ｎｏ.４①）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.４②）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.４③）
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※排水方法は、原則、内径300㎜以下の管での指定排水桝への接続とすること
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凡　　例

※図中の位置は、現況を示すものであり、今後の道路改良及び乗入の設置等により、必要に応じて移設を行う

上水幹線

上水配水管

雨水等接続可能桝

ガス管（中圧Ｂ）

ガス管（低圧）

上水本管・ガス本管・雨水排水図
資料６－１
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凡　　例

電力柱

電力線（高圧線）

通信柱

通信線
※図中の位置は、現況を示すものであり、今後の道路改良及び乗入の設置等により、必要に応じて移設を行う

資料６－２
電気・通信図
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街路灯

※図中の位置は、現況を示すものであり、今後の道路改良及び乗入の設置等により、必要に応じて移設を行う

消火栓

街路樹（敷地外周部のみ）

道路内構造物図
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１．入出庫口の位置 

入出庫口は以下に示す条件に沿った場所に設置すること。なお、駐車場開業時の車両の

来場・退場ルートは資料８－２、周辺道路の改良イメージ図及び入出庫口設置可能位置に

ついては資料８－３を参照のこと。 

入出庫口の設置位置及び形状等については、駐車場法・消防法等の関係法令を遵守する

こと。 

 

（１）敷地西側 

一般道からの入庫口として２車線分を設置すること。資料８－４「入庫口の形状の例」

に示すように、１か所で２車線分を確保、あるいは２か所で１車線ずつ確保することのど

ちらでも可能であるが、歩道が廃止されることによって歩行者との交錯が発生しないこと

を考慮して、場内動線も含め円滑に処理ができる動線となるように配慮すること。 

市は、現在の歩道部分に、資料８－４「入庫口設置可能位置」に示す幅 2.75ｍの左折

レーンを整備する予定であるため、それを前提とした計画とすること。 

 

（２）敷地北側 

伊勢湾岸自動車道名港中央ＩＣ（以下「高速道」という。）からの入庫口、一般道への

出庫口及び緊急車両用入出庫口を資料８－３に示す範囲内に設置すること。 

高速道からの入庫口と一般道への出庫口は、必要に応じてそれぞれ複数箇所設置するこ

とができるが、一般道への出庫口は、全て高速道からの入庫口より西側に設置すること。

なお、一般道への出庫口は交差点の手前で十分な滞留長を確保する必要があること、また、

高速道からの入庫口は名港中央ＩＣからの入庫ルートの延長を十分に確保する必要があ

ることから、いずれも可能な限りロス通り南交差点からの距離を離した位置に設置するこ

と。 

高速道からの入庫口は、全て資料８－３に示す道路封鎖位置よりも西側に設置するとと

もに、緊急車両用入出庫口は、道路封鎖位置よりも東側の指定位置に設置すること。（資

料８－５に示す敷地北側の入出庫口設置例を参照のこと。） 

なお、歩道が廃止されることによって歩行者との交錯が発生しないことを考慮して、場

内動線も含め円滑に処理ができる動線となるように配慮すること。 

 

（３）敷地東側 

高速道への出庫口を、資料８－３に示す範囲内に２か所設置すること。なお、交差点の

手前で十分な滞留長を確保する必要があるため、可能な限り金城橋南交差点からの距離を

離した位置に設置すること。 

 

 

２．入出庫口の構造 

各入出庫口の道路との境界付近には、敷地内への車両の進入を防ぐことのできる可動式

のゲート等を設置すること。 

 

 

３．入出庫口設置に伴う道路改良工事及び道路上の物件の移設 

敷地東側の出庫口設置に伴って必要となる乗入れの設置工事は事業者が行い、それに係

る費用は、入札価格に含めること。 

敷地西側の歩道を廃止する部分における入庫口の設置工事は、敷地境界から車道端まで

の部分（敷地境界から幅0.5ｍの部分）については事業者が行い、それにかかる費用は入

札価格に含めること。 

敷地北側の歩道を廃止する場合における入出庫口（緊急車両用のものを含む）の設置工

事は、敷地境界から車道端までの部分（現在の歩道部分）の工事は事業者が行い、それに

かかる費用は入札価格に含めること。 

入出庫口の設置計画においては、車両のスムーズな入出庫が行えるよう、敷地境界付近

での車路の平面線形、縦断線形に配慮すること。なお、道路との取り付け方法、入出庫口

付近の排水方法等の詳細については実施設計時に市と協議すること。 

入出庫口の設置に伴って、電柱・街路灯・街路樹・消火栓・地下埋設物等の物件の移設

が必要となる場合、その費用は入札価格に含めること。 

 

 

４．車両処理に関する配置計画 

車両の入出庫方法並びに車路・車室の配置等を計画するにあたっては、周辺道路に駐車

場に起因する渋滞を発生させず、場内での渋滞についても可能な限り発生が抑えられるも

のとすること。 

入庫、出庫及び場内における処理は以下の条件を満たすこと。 

 

（１）入庫 

入庫においては、資料８－６に示す１日における来場車両を円滑に処理できる計画とす

るとともに、一般道からの入庫については1時間で1,000台、高速道からの入庫について

は1時間で1,300台を円滑に処理できる能力を持った計画とすること。 

入庫処理を行う入庫ブースの設置数及び位置、並びに入庫ブース前の滞留スペースの長

さは応募者の提案とするが、道路上に渋滞を発生させないよう十分に配慮すること。 

 

（２）出庫 

出庫においては、資料８－６に示す１日における来場車両を円滑に処理でき、出庫車両

の集中及び入庫車両との交錯による場内での渋滞を極力発生させない配置計画とするこ

と。 

敷地北側の緊急車両用入出庫口は、繁忙日の高速道出庫口として活用される可能性を考

慮し、敷地東側の高速道出庫口と一体での運用も可能となるように緊急車両用入出庫口へ

の場内動線を計画すること。 

また、緊急車両用入出庫口が繁忙日の高速道出庫口として活用される場合を想定して、

一般道へ出庫しようとする車両がこの出庫口に向かうルートに誤進入した場合に一般道

出庫口に向かうことのできるようなルートをこの出庫口（緊急車両用入出庫口）の手前の

適切な位置に設置すること。 

 

車両処理に関する条件 

資料８－１ 
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（３）場内 

資料８－６に示す１日における来場車両を円滑に処理でき、場内での駐車待ち等による

渋滞が料金ブース及び周辺道路に影響しないよう車路、車室等の配置を計画すること。 

 

（４）歩行者通路・出入口 

歩行者通路は自動車動線との交錯を極力少なくするとともに、段差の解消に努め、安全

で円滑な動線とすること。 

敷地外歩行者通路との接続については、資料８－３に概ねの位置を示す歩行者用デッキ

を主動線として計画をすること。主動線となる歩行者用デッキまでの動線は、利用者の歩

行距離を極力短くし、わかり易いものとすること。 

歩行者用デッキへの接続以外にも、少なくとも敷地東側に１か所敷地外との接続通路を

設けることとし、その通路及び出入口の設置位置・形状等は、消防法等の関係法令を遵守

し計画すること。 

 

 

５．サイン計画 

駐車場案内、誘導、満空情報、フロア案内等必要なサインを施設の内外に適切に設置す

ること。 

車両誘導のサインは、一般道出庫口と高速道出庫口が分かれていることなど与条件を十

分に考慮した上で適切に設置すること。なお、敷地北側の緊急車両用入出庫口が、繁忙日

の高速道出庫口として活用されることを前提にサインを設置すること。 

案内表示板ついては、統一性に配慮し、施設利用者にわかりやすく見やすいものとする

こと。 

日本語、英語の２ヶ国語程度の標記とピクトグラムの標記を想定すること。 

 

 

６．車両の入出庫及び場内案内誘導の計画 

（１）入出庫処理 

本施設への入出庫処理において、周辺道路に渋滞を発生させないよう努めること。 

本施設は、繁忙日と閑散日の利用台数の差が大きいことが想定されるため、その変動も

考慮した効率的な運用を行うこと。 

入庫処理については、資料８－６に示す１日における来場車両を円滑に処理できる能力

を確保するとともに、一般道からの入庫については1時間で1,000台、高速道からの入庫

については1時間で1,300台を円滑に処理できる能力を持ったものとすること。出庫処理

については、資料８－６に示す１日における来場車両を円滑に処理できる能力を確保する

こと。その際、場内における待ち時間を極力抑えるための工夫をすること。なお、出庫口

から一般道へ出るときは、敷地北側の一般道出庫口の一部（資料８－５参照）を除いて一

旦停止を必要とする。 

車両の誘導方法については、車両動線計画との連携に十分配慮し計画すること。 

 

 

（２）場内案内誘導 

誘導案内、満車・空車情報、フロア案内、出口案内等、必要なサインを活用して、駐車

待ちの自動車を含め、円滑な駐車整理に努めること。 

なお、放置車両、長期間駐車している車両がある場合は、市に報告をする。 

土・日曜日、祝日などの繁忙日には、人員を駐車場の出入口や場内に通常時より多く配

置し、円滑な利用を妨げる事故やトラブル等がないように、交通整理誘導を適切に行うこ

と。 

混雑時には、各入出庫口に誘導員を配置すること。 

 

（３）敷地北側の緊急車両用入出庫口の対応 

敷地北側の緊急車両用入出庫口が、繁忙日の高速道出庫口として使用される場合には、

誘導員を必ず配置すること。また、この誘導員は敷地東側の出庫口に配置する誘導員と緊

密に連絡・連携がとれるようにすること。 

 

 

 

 

資料８－１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※車両の来場・退場ルートについては、現在、関係機関と調整中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金城橋南 

交差点 

名古屋市金城ふ頭駐車場（仮称） 

金城橋南交差点 

汐止町交差点 

ロス通り北・南交差点 

入庫 

出庫 

物流 

高速道路料金所 

ランプ橋下を通過

金城ふ頭駐車場（仮称） 

西側・北側の歩道廃止 

ロス交差点の 

横断歩道（3箇所）の撤去 

金城ふ頭駐車場（仮称） 

一般道経由の来場車両は 

潮凪線へ誘導 

入庫 

出庫 

資料８－２

閉鎖

Ｎ

＜広域図＞ 

車両の来場・退場ルート 

＜金城ふ頭内（金城ふ頭駐車場（仮称）周辺）＞ 

高速道からの来場車両は 

ロス北通りを西に 

高速道からの来場ルート 





 敷地西側 入庫口設置可能位置及び形状の例 

 

○入庫口設置可能位置 ○入庫口の形状の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）図に示す入庫口の形状は例であり、これらいずれかの形状とすることを求めるものではないが、 

場内動線も含めて円滑な処理ができることに配慮した形状とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜めにそのまま直進で引き込む Ｒを大きく取って引き込む 

外側半径Ｒ＝13ｍ 

2 車線で斜めに引き込む 

Ｒ ＝ 13ｍ  

20ｍ

20ｍ

入 庫 口 設 置 可 能 箇 所  

（ 一 般 道 ）  

資料８－４

約 59ｍ

市 が 幅 2.75m の  

左 折 レ ー ン を 整 備



敷地北側 入出庫口設置例  

 

○形状の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歩道（緑色部分）は廃止予定。 

・入庫口(高速道)は出庫口(一般道)より東側に設置すること。 

・ロス通り南交差点の手前で十分な滞留長を確保する必要があるため、可能な限りロス通り南交差点から距離を離した位置に設置すること。 

・図に示す入出庫口の形状は例であり、この形状とすることを求めるものではないが、場内動線も含めて円滑な処理ができることに配慮した形状とすること。 

 

出庫口(一般道) 入庫口(高速道) 

10ｍ以上 

資料８－５



利用台数推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高速・一般道合計利用台数 

時間帯 入庫台数 出庫台数 滞留台数 入出庫合計

9 2,256 0 2,256 2,256

10 2,004 107 4,153 2,111

11 1,258 786 4,625 2,044

12 1,313 1,331 4,607 2,644

13 1,565 1,836 4,336 3,401

14 1,163 2,130 3,369 3,293

15 651 1,464 2,556 2,115

16 276 1,597 1,235 1,873

17 115 725 625 840

18 89 574 140 663

19 45 134 51 179

20 17 68 0 85

21 0 0 0 0

22 0 0 0 0

合計 10,752 10,752   21,504

高速道路利用台数 

時間帯 入庫台数 出庫台数 滞留台数 入出庫合計 

9 1,309 0 1,309 1,309

10 1,134 60 2,383 1,194

11 699 454 2,628 1,153

12 723 760 2,591 1,483

13 856 1,045 2,402 1,901

14 593 1,173 1,822 1,766

15 299 818 1,303 1,117

16 109 844 568 953

17 34 324 278 358

18 27 267 38 294

19 13 40 11 53

20 5 16 0 21

21 0 0 0 0

22 0 0 0 0

合計 5,801 5,801   11,602

一般道路利用台数 

時間帯 入庫台数 出庫台数 滞留台数 入出庫合計 

9 947 0 947 947

10 870 47 1,770 917

11 559 332 1,997 891

12 590 571 2,016 1,161

13 709 791 1,934 1,500

14 570 957 1,547 1,527

15 352 646 1,253 998

16 167 753 667 920

17 81 401 347 482

18 62 307 102 369

19 32 94 40 126

20 12 52 0 64

21 0 0 0 0

22 0 0 0 0

合計 4,951 4,951   9,902

資料８－６



＜参考＞ふ頭内の一部の敷地（名古屋市国際展示場第一展示館）での土壌調査結果 

 

 

 

 平成２０年６月３日に公表された主な内容 

 

名古屋市国際展示場第 1 展示館改築の基本設計にあたり、土壌調査を実施したと

ころ、敷地内から土壌汚染等処理基準を超える砒素とふっ素が検出されました。 

 

１ 検出箇所    名古屋市国際展示場 

 

２ 調査結果 

調査方法 物質 
基準を超えた

濃度 

基準に対する

倍率 

土壌汚染等 

処理基準 

基準倍数 

／調査数 

土壌溶出量 

調査 

砒素及び 

その化合物 

0.012 ㎎/L 

～0.048 ㎎/L

1.2 倍 

～4.8 倍 
0.01㎎/L以下 ３／３ 

ふっ素及び 

その化合物 

0.91 ㎎/L 

～1.1 ㎎/L 

1.1 倍 

～1.4 倍 
0.8 ㎎/L 以下 ２／３ 

※砒素、ふっ素の土壌含有量については、基準を下回っていました。 

 また、その他の特定有害物質については、土壌溶出量・土壌含有量等、全ての

基準を下回っていました。 

 

３ 汚染原因 

  当該土地は、浚渫土による埋め立て後、現在の国際展示場以外に利用していな

いこと、また、海底には基準を超える砒素及びふっ素が含まれている場合がある

ことから、浚渫土が原因である可能性が考えられます。 

 

 

資料９


